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研究成果の概要（和文）：幻覚や妄想様の症状（精神病様症状）を経験している思春期児童（地

域標本 254 名の 7.3％）を 12 ヵ月間縦断的に追跡した結果、その 18.2～19.0％が持続体験群

に該当することが明らかとなった。 
 
研究成果の概要（英文）：Adolescents with psychotic-like experiences (7.3% of the community 
sample) were prospectively followed up during 12 months, and around 20 % of them 
reported psychotic-like experiences at the outcome survey. 
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１．研究開始当初の背景 

近年、ニュージーランドの出生コホート研

究によって、(I) 幻覚や妄想などの精神病様

症状体験(Psychotic-like experiences: PLEs)

を有する子どもが一般人口中に 14％程度存

在すること、(II) 11 歳時の PLEs が成人期以

降の統合失調症様障害と関連し、特に、強め

の症状を体験していた児童の一群（全体の

1.6%）については、26 歳時点でその 25%が

統合失調症を発症し（odds ratio, 16.4）、90%

に引きこもりや就労困難などの社会機能上

の問題が認められることが報告されている

(Poulton et al, 2000. Acrh Gen Psychiatry)。 

また、精神病前駆状態（At Risk Mental 

State; ARMS）のハイリスク者を対象とした

近年の追跡研究においても、早期から PLEs



を有する一群が存在し、その群の精神病移行

率（発症率）が他の群（青年期や成人期以降

に PLEs をはじめて体験した群）に比べ有意

に高いことが報告されている（Amminger et 

al, 2006. Schizophr Res）。 

この思春期早期 PLEs は、これまで報告さ

れてきた他の統合失調症リスク要因（遺伝因

を除く）と比べて odds ratio が最も高く、早

期支援・治療の対象症状として有望であり、

その後の統合失調症を含む思春期・青年期の

精神病理や社会機能障害を防止・軽減するた

めの有力な標的・目安であると考えられる。  

我々は、これまでに三重県津市において国

際的に最大規模の 10 代早期一般人標本

（5,000 名以上：12～15 歳）を対象とした

PLEs に関する横断的疫学調査を実施し、(1)

約 15％の思春期児童に PLEs が認められ、(2)

かかる子どもたちは、不安や抑うつが強く、

希死念慮が多く、音に過敏で寝つきや集中が

困難であり、アルコールや薬物使用、いじめ

られたりいじめたりしていること、同居中の

大人から暴力を受けていることなどが有意

に多いことを明らかにした(Nishida et al., 

Schizophr Res, 99: 125-133, 2008)。すなわ

ち、PLEs は、思春期一般人口標本中に広く

分布しており、かかる体験を有する生徒の多

くがすでに様々な精神保健的問題を抱えて

いることが示唆された。 

 

２．研究の目的 

こうした PLEs を体験し、かつ、他の様々

な精神保健問題を抱えている思春期児童の

うち、さらにどのような特徴を有する個体が

発症の可能性が高いのかを検証することが、

予防的戦略を構築するうえで重要と考えら

れる。 

近年、諸外国において行われている ARMS

研究によって、PLEs を持続的に経験してい

る者は、一時的に経験している者に比べて、

その後、精神病を発症する可能性が高いこと

が報告されている(Domiguez et al, 2009. 

Psychological Medicine) 。また、苦痛感

(distress)を伴う PLEs は、伴わない PLEs

に比べ、後の発症可能性が高いことが報告さ

れている(Yung et al, 2004. Schizophrenia 

Research)。  

本研究では、日本人の思春期一般人口標本

を縦断的に追跡し、PLEs を持続して経験し

ている者の頻度を明らかにする。また、ベー

スライン調査時点で、苦痛感を伴う PLEs を

体験している群における PLEs 持続率につい

ても検証する。 

 
３．研究の方法 

東海地区のある地方都市の教育委員会な

らびに調査協力校の協力を得て、思春期の中

学生約 250 名を 12 ヵ月間縦断的に追跡し、

PLEs を持続して体験している者の頻度、お

よびその特徴についての検討を行った。調査

協力校の中学 1・2 年生を対象として平成 20

年 12 月にベースライン調査を実施し、12 ヵ

月後の平成 21 年 12 月に転帰調査を行った。 

ベースライン調査時の調査協力率は 97％

であり、261 名から有効回答が得られた。12

ヵ月後の追跡調査時においては、ベースライ

ン調査時に有効回答が得られている261名の

うち 254 名の有効回答が得られた（追跡率

97.3％）。いずれも無記名質問紙法によって行



った。PLEs は、ニュージーランド出生コホ

ート研究で用いられた 4 項目を使用した

(Paulton et al, 2000: Nishida et al, 2008)。

また、PLEs の各項目について、そうした体

験が苦痛感を伴うものであったか、否かにつ

いても尋ねている。 

ベースライン調査時の PLEs が、12 ヵ月後

の PLEs を有意に予測するか否かを検証した。

また、ベースライン調査時に PLEs を報告し

た者のうち、どの程度が 12 ヵ月後において

も PLEs を体験しているかを確認する。 

本研究は、東京都精神医学総合研究所研究

倫理委員会において承認を受け、実施してい

る。 

 

４．研究成果 

過去 6 ヵ月間に PLEs を体験していた生徒

はベースライン調査時では 7.3％、転帰調査

時では 8.3％存在した。ベースライン時の

PLEs は、12 ヵ月後の転帰調査時の PLEs を

有意に予測した(OR=3.7 95%CI 1.1-12.4)（持

続群 18.2％）。さらにベースライン時の「苦

痛感を伴う」PLEs は、12 ヵ月後の「苦痛感

を伴う」PLEs を高率に予測した(OR=5.8 

95%CI 1.1-30.7)（持続群 19.0％）。以上の結

果から、過去 6 ヶ月間に PLEs を体験してい

る思春期児童、特に「苦痛感を伴う」PLEs

を体験している思春期児童は、12 ヵ月後も

PLEs を持続的に体験しているリスクが有意

に高いことが示唆された。また、ベースライ

ン調査時に PLEｓを報告していた生徒の

18.2%が追跡調査時においても持続して

PLEs を報告した。また、ベースライン調査

時点で「苦痛感を伴う」PLEs を体験してい

た生徒のうち 19.0%が、追跡調査時点におい

ても PLEs を体験していることが明らかとな

った。 
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